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1全 体の研究構想図

〈研究 の背 景〉

○今後の学校のあるべき姿(中 教審答申等) ○新 しい社会科学習の在り方
・ 「生 きる力」 の育成 ・内容 の厳選

・ 「総合的な学習の時間」の導入 ・基礎基本の定着

・生涯学習の基礎の育成 ・調べ方 ・学 び方の重 視

・完全学校週5日 制の実施 等 ・問題解決的学習等、主体的な学習

〈それぞれの立場 にお ける課題〉

○生徒への期待 ○教師の指導上の課題

・社会科 への関心 ・意欲 ・分かる授業の実践

・自ら課題 を見付 け、追究 ・考察 す る力 ・多様な学習方法の工夫

・情報 を収集 し、選択 ・活用 す る力 ・内容の精選及び主体的な学習に対

・公正に判断する多面的 ・多角的見方 ・考 応する指導計画の作成

え方 ・新 しい教材の開発及 び指導法の開

・人 とかかわ る力、 かかわろ うとす る態度 発
・自分の考えを適切に表現する力 ・問題解決的学習等、主体的な学習

の評価の在 り方

《研究主題》

主体的な学習を通 して、調べ方 ・学び方を身に付ける社会科学習の工夫

〈各分科会 の副主題及 びね らい〉

《地理的分野副主題》 《歴史的分野副主題》

具体的な活動を通 して、地理的事象を多面 身近な地域の歴史を調べる学習を通

的 ・多角的 に追究 し、適切 に表現す る能力 ・ して、歴史の学び方を身に付ける学習

態度を育てる学習指導の工夫 指導の工夫

○国家的規模の調べ学習において、様々な方 ○地域の歴史的事象を通 して、歴史へ

法で情報を収集 し、多面的 ・多角的に追究 の関心 を高 める。

す る方法を身 に付 けさせ る。 ○身近 な事柄 を調べ る ことによ り、歴

○追究 した結果を自分なりの方法、地理的な 史を学ぶ意欲を高め、歴史の学び方

方法で表現する能力を身に付けさせる。 を身 に付 けさせ る。
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皿 研究主題及び主題設定の理由

研 究 主 題

主体的な学習 を通 して、調べ方 ・学 び方 を身 に付 ける社 会科 学習の工夫

この度改訂 され た新学習指導要領 におけ る中学校社会科 の基 本方針 の一 つ と して 「学 び方 を

学 ぶ学習」の充実が あげ られ ている。「学 び方を学ぶ」 とは、学習 の過程 を重視 し、 学 習 の過

程 にお いて調べ方や学 び方、社会 的事象 の見方 や考 え方 を身 に付 けることを意味す る。

これ までの社会科教育で は、「知識偏重」 とか 「詰 め込み教育」 とい う語句 に代 表 され るよ

うに、学習の経過 よ り学習 の結果 に重点 を置 く指導 がな されが ちであ った。 いか に多 くの知識

を正 確 に記憶 して いるかが社会科 の学力 を測 る基準 と して重 視 され、ペ ーパ ーテス トによる評

価 が中心 とされて きた。 その結果、生徒 たちの学 習 は受 け身が ちにな り、応用力や発展性 の乏

しい知識 を定着 させ るために苦労 し、社会科 が嫌 いにな る生 徒 も少な くなか った。 また、 その

ように して苦労 して身 に付 けた知識 の中には、変化 の激 しい現代社会 にお いて は陳腐化 し、役

に立 た な くなる もの も出て きて、知識 中心 の学 習の限界が見えて きた。

この変化の激 しい社会 に主体的 に生 きて い くたあには、常に新 しいものを学び続けてい く資質 ・

能力 ・態度が不可欠である。そのためには、基礎 ・基本を しっか りと身 に付 けた上で、 自分 に必

要 な知識や技能を獲得 してい く生涯学習の基礎 と しての技術を身 に付 けてい くことが重要である。

主 題 と して設定 した 「調べ方 ・学 び方 を身 に付 ける社 会科 学習」 とは、そ のよ うな技術 を身

に付 けることを目的 と した学習 を意味 してい る。 ゆ とりあ る学習環境の下、課題 を自分 で設定

し、 その課題 を解決す るために、様 々な資料 ・情報 を様 々な方法で収集 し、 そ こで得 た情報 を

多面 的 ・多角的 に考察 し、 その結果 をま とあた り、発表 した り、互 いの意見 を交換 し合 った り

とい う過程を重視 した学習 によ って公正 な判断 力を育成 し、 公民 と しての基礎的資質 を培 うと

ともに、社会科学習 の 「学 び方 を学 ぶ」 ことがで きると考 え、 この課題 を設定 した。

皿 地理的分野の研究内容

1地 理的分野研究副主題及 び副主題設定 の理 由

具体的 な活動 を通 して、地理 的事象 を多面 的 ・多角的 に追究 し

適切 に表現 す る能 力 ・態度を育て る学習指導 の工夫

従 来 の 地 理 的 分 野 の学 習 で は、 時 間 的 な制 約 や指導 のマ ンネ リ化、 ま た地 誌学 習 が 中心 で あ っ

た こ と もあ り、学 習 の 過 程 よ り も学 習 した結 果 を優 先 した指導 に偏 りが ちで あ った。 本来 、地誌

学 習 に お いて も 「調 べ 方 ・学 び方 を身 に付 け る」 た め の過 程 を 重 視 す べ きで あ った が、 知 識 や

語 句 に つ い て の調 べ 学 習 に終 始 して しま った り、 調 査 の 時 間 を あ ま り確 保 せ ず に不 十 分 な ま ま

で発 表 させ て、 ま とめ の プ リ ン トで 内容 の補 足 を す る とい った 指 導 にな りが ちな傾 向 が あ った。

しか し、 今回 の学 習指 導 要 領 の改 訂 にお いて 、 従来 の項 目を再 編 成 し、 「地 域 の 規 模 に応 じた
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調査」 とい う項 目が新設 され、「調べ方 ・学 び方 を身 に付 ける」過程を重視 した学習 が展 開 され

ることにな った。 新 しい地理 的分野 の目標の一つ に 「地域調査など具体的な活動 を通 して地理 的

事象 に関す る関心を高 あ、 様々な資料 を適切に選択、活用 して地理的事象 を多面 的、多角的に考

察 し、公正に判断す るとともに適切 に表現する能力 ・態度を育て る」 ことがあげ られている。

これか らの地理的分野 にお ける学習 は、生徒の興味 ・関心を生か し、自ら課題を設定 し、様々

な資料 や情報を収集 し、整理 して多面的 ・多角的 に追究 して地域的特色 をと らえ、 自分 な りの

方 法、 地理的な方 法で表現す る学習が求め られて いる。

そ こで今年度 は、「地理 的分野 におけ る学 び方」 を学 ぶたあに、学習 過程 を重 視 し、 上 記 の

よ うな副主題を設定 した。 副主題の内容を整理す ると、私 たちが特 に大切だ と考 えた能力 ・態

度 は以 下の3点 に集 約 され る。

①様 々な方法で主体的 に情報を収集 し、活用 ・整理す る能力

②追 究 した結果 につ いて 自分な りの方法、地理的 な方法で表現す る能力

③情 報を収集 した り表現 した りす る過程で、人 と積極的 に関 わ り、人 との関 わ りを通 して 自

らの考えを工 夫 ・発展 させて いこ うとす る態度

2検 証 授業A

(1)単 元 名 「中 華 人 民共 和 国 」

(新 学 習 指 導 要 領 ② 地域 の規 模 に応 じた調 査 ウ 世界 の国 々)

(2)単 元設 定 の理 由

中 国 に つ い て の 生 徒 の興 味 ・関 心 は、 人 口や 食 文 化 、 我 が 国 にっ なが る歴史 ・文 化 な ど、

多 種 多様 で あ る。 そ こで 、 本 単 元 で は生 徒 自 らが 様 々 な情 報 を収 集 し、 そ れ を整 理 し、 多

面 的 ・多 角 的 に 追 究 す る こ とか ら地 域 的 特 色 を と らえ させ る方 法 を考 え た。

(3)単 元 の 目標

ア 中 国 に っ い て の学 習課 題 を 自 ら設 定 し、 追 究 す る こ とで 、 中 国 に 関 す る 関 心 を 高 め、

生 徒 が主 体 的 に学 習 す る態 度 を 育 て る。

イ 中 国 に っ い て の調 べ学 習 を 通 して 、 地 図 ・統 計 ・書 籍 ・ネ ッ トワ ー ク な どか らの情 報

を適 切 に選 択 し、 活 用 す る能 力 を 身 に付 け させ る。

ウ 地 図 や 図表 ・グ ラ フな どの 資 料 を利 用 して 発 表 す る こ とで 、 地 理 的 な表 現 力 を身 に付

け させ る。

工 班 や学 級 で学 習 の成 果 を 発 表 す る活動 を 通 して 、 ま と め方 や 発 表 の方 法 の基 礎 を 身 に

付 け させ る。

オ 中 国 に っ い て の学 習 課 題 を 自 ら設 定 し、 追 究 す る学 習 を通 して 、 中 国 の国 家 的規 模 の

地 域 的特 色 を と らえ させ る。

(4>学 習 指 導 計 画(8時 間扱 い)

時 学 習 内 容 学 習 活 動 支援 ・表現活動の工夫 資 料 等

第

1

時

イ メ ー ジづ く り ・身近 な中国に関係す るもを発

表 す る。(実 物)

・日本 と中国 との貿易

・身近 な もの の中 に、 中

国製の ものが ある こと

を気付かせ る。

中国 に関係 あ

るもの ワー ク

シー ト
ー

一4一



時 学 習 内 容 学 習 活 動 支援 ・表現活動の工夫 資 料 等

第

2

時

中国についての

基礎理解

・人 口、面積、都市、 自然 な ど

を、 ビデオ教材 を利用 して、

学習す る。

・人 口、面積、都市 、 自

然 な ど基礎 的な資料を

読 み と らせ る。

地 図 帳 ・資 料

集 ・ビデ オ ・

ワ ー ク シー ト

第

3

時

調べ学習の説明

学習課題の設定

・6つ の学習項 目の中か ら1っ

選択 し、学習班 を編成 す る。

・自分の学習課題を設定 し、カー

ドに記入す る。

・教科書 や資料集 ・地 図帳な ど

身近 な資料 で調査 す る。

・今後 の調査方法 や内容 を検討

す る。

・学習 班で、各 自の学習

課題 が重複 しないよ う

に調 整す る。

・学 習課題設定 の理 由を

明確 にさせ、結果 を予

想 させ る。

・課題解決で きるよ うに

図書 の整備などを行 う。

地図帳

資料集

ワー クシー ト

学習課題 の掲

示用 カー ド

第
4
・

5
時

調べ学習 ・図書室 の書 籍な どで、学 習課

題 にっいて調べ る。

・わか らない点を質問 カー ドに

まとめ る。

・調べ学習が適切に進む

ように、図書館司書や

公立図書館の協力を得

なが ら支援する。

図書室

質 問 カー ド

第

6

時

調べ学習 「中国

の方に直接聞い

てみよう。」(本

時)

・中国の方に来校 していただ き、

質問 に答えて もらう。

・学習課題 にっ いて調べ る。

・中国の方 に質問す る。

・市国際交流 セ ンターの

協力 を得 て、 中国の方

か ら話 を うかが う。

図書室

第

7

時

調べ学習のまと

め

発表準備

・画用紙パ ネル3～5枚 で、調

べ たことを ま とめ る。(3分

程度の 内容)

・学習班で発表 の練習 を行 う

・図表 ・地図や クイズな

どを利 用 して、調べ た

ことの まとめや発表 を

工 夫 させ る。

図書室

第

8

時

発表

相互評価

自己評価

まとめ

・学習班 をい くっかの グループ

に分 けて、学級 で発表 す る。

・自己評価 をさせ る。

・学級 の中で、発表の相

互評 価 をさせ る。 評価用紙

(5)指 導 上 の留 意 点

ア 学 習 課 題 の設 定 と学 習 班 の編 成(興 味 や

関 心 を ど の よ うに 引 き出 す か)

。右 の6っ の学 習 項 目 の 中 か ら1っ を 選 択

させ て、 学 習 班 を編 成 す る。

・各 自 の学 習 課 題 は学 習項 目の 内 容 に そ っ

て 自 由 に設 定 す る。 た だ し、 学 習 班 の 中

で は、 重 複 しな い よ う に調 整 させ る。

・8人 以 上 の学 習 班 が で きた場 合 は、 学 習

項 目 を分 割 し、 学 習 班 を 再 編 成 す る。

○生活 ・習慣 ・文化 を調べ よ う。

○ 自然 ・地形 ・気候 を調 べよ う。

○農業 ・工業 ・資源 を調 べよ う。

○人 口問題 ・民族 ・地域 を調 べ よう。

○政治 ・経済 ・貿易 を調 べ よう。

019～20世 紀 の中国の歴 史を調 べ よ う。

・学 習 班 で は、 資料 の 収 集 ・ま とあ や 発 表 の準 備 に あ た って、 お 互 い に協 力 す る よ うに

指 導 す る。
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イ 調 べ学 習 に つ い て(調 べ る内容 を どの よ うに 深 め て い くか)

・学 習 課 題 が設 定 で きた段 階 で、 は じめ に教 科 書 ・地 図 帳 ・資料 集 な ど最 も身 近 な教 材

で 調 査 活 動 を行 い、 学 習 課 題 の結 果 を予 想 させ る。

・図 書 館 司 書 や公 立 図 書 館 の協 力 を得 て、 図 書 館 内 の 図書 の整 備 を す す め る。

・市 国 際 交 流 セ ン ター の協 力 を得 て、 中国 の方 か ら直接 話 を 聞 い た り、 質 問 す る機 会 を

つ くる。

ウ ま と め ・発 表 にっ い て(地 理 的 な資 料 を活 用 し、 発 表 を工 夫 で き るか)

・各 自、 画 用 紙3～5枚 程 度 に 内容 を ま とめ る。 ま とあ は 図表 ・統 計 資料 ・地 図 な どを

うま く活 用 させ る。 ク イ ズ を入 れ る な ど、 発 表 内容 を工 夫 させ る。

・発 表 にっ いて は、 班 を い くつ か の グル ー プ に分 け た ポ ス ター セ ッ シ ョ ン形 式 で 行 い 、

相 互 に発 表 内 容 の評 価 を させ る。

(6)本 時 の 展 開

学習内容 ・学習活動 教師の支援 ・表現活動の工夫 資 料

・歓迎の言葉(社 会科係) ・外国人 の方 と適切 な コ ミュニ ・中国人 ゲス ト

全
・中 国 人 ゲ ス トテ ィ ー チ ャ ーの 紹 介 と ケ ー シ ョンが とれ るよ う促 す。 テ ィ ー チ ャ ー

体 あ いさつ ・前時 に 『質問 カー ド』 を書か の自己紹介文
z ・い くっかの質問 に答えて もらう。 せてお き、全体 の場で、 い く ・地図帳

活
動 〔轡 聖繍鰯 £制

っか の質問 を取 り上 げる。

・学習班 ごとの活動が行 えるよ

・質 問 カ ー ド

・今 日の授業の進あ方の説明 ように指導す る。

・学習班 ごと(10名 程度)に 、各 個人が ・自分で調べ た内容を、 自分の ・画用紙パ ネル

設定 した学習課題の中間発表を行う。 言葉でわか りやす く発表する ・ ワ ー ク シ ー ト

(図書室 のカ ウ ンター内) よ うに指導す る。 ・参考資料

画 用紙パネル2～4枚 を使用する ・画用紙パ ネルで は、文字情報

画用紙パ ネルでは、地 図 ・統計 ・ を少な くして、視覚的にアピー

学 写 真 ・イ ラス トな どを利用 す る。 ル させ るように工夫 させ る。

習
班
・学習課題設定の理由 ・調べ学習を通 ・学 習課題 について整理 させ る

で してわか った ことも発表する。 また、 とともに、課題設定や調査方

の
活
調べ て もわか らなか った こと、理解 法 ・まとめ方の問題点を指摘

動 で きなか った ことも発表 する。 す る。

・外国人 ゲス トテ ィーチ ャーに発表 を ・外 国の方 との コ ミュニ ケー ショ

聞 いて もらい、 ア ドバイスを受 ける。 ンの取 り方について学 ばせる。

・発表 を行 って いない班 は、班 の中で ・他の生徒の発表を見聞するこ ・画用紙パ ネル

の発表の練習や個人の調査活動 ・ま とで、内容や表現方法を工夫 ・ ワ ー ク シ ー ト

とめ作業 を行 う。 させる態度 をっ くらせ る。 ・参考資料

・キ ャ ッチ フ レー ズ(見 出 し ・タイ ト ・発表 内容 の中で、 自分 が一番 ・画 用紙 パ ネル

ま ル)を 作成す る。 中国の特色だと考えることが

と ・外 国 人 ゲ ス トテ ィ ー チ ャ ー(2名)
ら をキ ャッチ フ レー ズ と して、

あ に直接話 を聞 く。 自分の言葉で適切にまとめさ
・お礼の言葉(社 会科係)

せ る。
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◇ 評 価 の観 点

ア 地 図 ・統 計 資 料 な ど を活 用 して、 地 理 的 に、 視 覚 的 に 表 現 す る こ とが で き た か。

イ 発 表 内 容 を 自分 の言 葉 で表 現 す る こ とが で きた か。

ウ 外 国 人 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを とろ う とす る態度 が で きた か 。

工 他 の生 徒 の発 表 を見 聞 した り、 キ ャ ッチ フ レー ズづ くりを 通 して 、 自分 の発 表 内容 や

調 べ 方 を工 夫 しよ う とす る態 度 が で きた か。

オ 調 べ た 内容 か ら、 中 国 の地 域 的特 色 を キ ャ ッチ フ レー ズ と して ま と あ る こ とが で きた

か 。

(7)授 業 の概 要

ア 各 生 徒 の興 味 ・関心 に応 じて学 習項 目を選 択 させ た た め、 人 数 にか た よ りが 生 じた 。

この た め、 下 記 の通 り、 一 部 の班 は分 割 し、 一 部 の 班 は統 合 し、8班 と した。

① 生 活 ・文 化 ・習 慣 を調 べ よ う(11名)→ 食 文 化 と その 他 の2班 に分 割 した。

② 自然 ・地 形 ・気 候 を調 べ よ う(11名)→ 気 候 と 自然 ・地 形 の2班 に分 割 した。

③ 農 業 ・産 業 ・地 域 を調 べ よ う(1名)→ ⑤ と統 合 した。

④ 人 口問 題 ・民 族 ・地 域 を調 べ よ う(8名)→ 人 口問 題 と民 族 ・地 域 の2班 に分 割 した 。

⑤ 政 治 ・経 済 ・貿 易 を調 べ よ う(4名)→ ③ と統 合 した。

⑥19世 紀 ～20世 紀 の歴 史 を調 べ よ う(4名)

イT市 国 際交 流 セ ン タ ー よ り紹 介 を うけ た市 内 在 住 の 中国 人 ゲ ス トテ ィー チ ャ ー2名 を

お迎 え し、 生 徒 の 発 表 を 聞 いて も らい、 感 想 や 意 見 を伺 った。

ウ 中 間発 表 を行 って いな い班 は、 各 自の 調 査 活 動 ・ま とあ ・キ ャ ッチ フ レー ズづ く りな

ど の作 業 を行 う時 間 に した。

工 授 業 全 体 を 図書 室 で の 活 動 を 中 心 に行 い、 図 書 の検 索 や調 べ学 習 に つ い て は図 書 館 司

書(1名)の 協 力 を 得 た。 また 、 校 内 の中 国 関 係 の蔵 書 が少 な い の で、T市 の公 立 図 書

館 か ら中 国 に 関係 す る図 書(約50冊)を 借 り受 け て、 調 べ学 習 で利 用 した 。
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学習班の図書室配置

入 口

中間発表の会場

1、 食文化 ・料理(5名) 1、 生活 ・文化 ・習慣(6名)

2、 気候(5名) 2、 自然 ・地形(6名)

白

板

4、 人 口問題(4名)

3、 農業 ・産業 ・自然(1名)

5、 政治 ・経済 ・貿易(4名)

4、 民族 ・地域(4名)

6、19世 紀 ～20世 紀

の歴史(4名)

書

架

書

架

書 架

(8)授 業 の 考察

今 年 度 の研 究 課 題 はの一 つ は、 「調 べ方 ・学 び 方 を 身 に付 け る」 た め の方 法 論 的 過 程 を

重 視 して い る こ とで あ る。 そ こで 、 本 検 証 授 業 で は以 下 の2点 の実 施 を 主 眼 と した。 第 一

は、 中 間発 表 を取 り入 れ、 「他 者 の調 べ方 を知 る」 とい う ことが、 自 らの 「調 べ方 」 に フ ィー

ドバ ッ クで き るか ど うか。 第二 は、 「自 らの言 葉 で 表現 し、 発 表 す る」 こ と で あ る。
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ア 「調 べ 方 」 にっ いて の考 察

現 在 、 「調 べ る」 こ とを主 眼 に置 い た授 業 形 態 は、 多 くの教 師 に と って 暗 中 模 索 状 態

で あ る。 実 際 に は 「調 べ る」 こ とに何 時 間 か か るか、 どの 国 、地域 を調 べ るべ きか な ど、

考 え な けれ ば な らな い点 が 多 い。 学 年 、 学 校 事 情 な ど、 ケ ー スバ イ ケ ー ス で あ ろ う。 検

証 授 業 を行 った学 校 は、 司 書 教 諭 が配 置 され 、 図書 館 も整 備 され 、 ま た公 立 図 書 館 の協

力 も得 られ て 、 調 べ 学 習 に は好 条 件 が整 って いた。 従 って 、 図 書 室 や 図 書 館 は じめ、 イ

ンタ ー ネ ッ トや 家 族 に取 材 した りな ど、 様 々 な方 法 で 多 様 な情 報 ・資 料 を収 集 し、 活 用

が され て い た。 ま た、 本 実 践 の ね らい で あ る地 図 や グ ラ フ を活用 した ま とめ にっ いて も、

発 表 の た め に分 か りや す く とい うね らい が 明 確 で あ った の で 、 調 べ 学 習 の 目当 て と して

有 効 で あ った。

しか し、 本 時 の授 業 で は、 発 表 と調 べ学 習 と い う形 で グ ル ー プ を二 っ に分 け、 発 表 は

これ ま で調 べ て きた こ とを 中 間 発 表 と して ゲ ス トテ ィチ ャー で あ る 中国 の方 に聞 いて い

た だ き、 更 に調 べ て分 か らな か っ た こ とを 質 問 す る と い う形 式 で行 った た め 、調 べ 学 習

を続 け る生 徒 と中 間発 表 を行 う生 徒 を 分 け た こ とで 、 本 時 の授 業 の ポ イ ン トが ぼ や け 、

散 漫 に な った の は残 念 で あ った。

イ 「発 表 の仕 方 」 に っ いて の 考 察

「発 表 の仕 方 」 とい う点 で 、 文 献 な ど の既 存 の情 報 を単 純 に 引 き写 し、 そ の棒 読 み で

終 え る 「従 来 の 発 表」 か らいか に脱 却 す るか も、 検 証 の ポ イ ン トで あ った。本 実践 で は、

あ くま で 中 間点 で はあ るが 、 副 主 題 に則 った 「こだ わ り」 を もて た の で は な いか 。 発 表

の た め の 資料 を 作 成 す る際 、 自分 が 調 べ た もの を 「地 図 化 す る」、 「グ ラ フ化 す る」、 「イ

ラス ト化 す る」 作 業 は、 自分 の 中 で 内容 を咀 囑 しな け れ ば で きな い こ とで あ る。 そ の意

味 に お い て 「自分 の 考 え を 自分 の言 葉 で 表 現 す る」 とい う本 研 究 の ね らいが あ る程 度 達

成 され た と考 え る。

同 時 に課 題 も残 っ た。 仮 に 自分 とは異 な る他 者 の調 べ方 を 学 ん だ こ とで 、 自分 の学 び

方 を軌 道 修正 しよ う と した場 合 、 途 中 ま で作 成 しま とめ た もの を、 ど の よ うに替 え て い

け ば よ いの か と い う点 で あ る。

本実 践 にお いて は、 「調 べ方 」、 「発 表 の 仕 方 」、 そ して 「他 者 の調 べ 方 か ら 自分 の調 べ

方 を学 ぶ」 と い う、 教 師 側 の求 め る もの が 多 か った こ とか ら、 特 に 、 「他 者 の 調 べ 方 か

ら 自分 の 調 べ 方 を 学 ぶ 」 とい う点 に 関 して は 、50分 と い う時 間 的 な 制 約 も あ り、 「何 を

調 べ て い るか」 と い う途 中 の段 階 を発 表 す るに 留 ま り、 当 初 の 目的 の一 つ で あ った 「自

分 の調 べ 方 を 他 者 に伝 え る」 を果 た した と はい え な い。 生 徒 へ の 指 示 が 十 分 に とれ ず 、

曖 昧 に な っ た点 も反 省 点 と して挙 げ られ た。

しか し、 今 回 の 検 証 授 業 は、 あ く まで も中 間 点 、 途 中 経 過 を 確 認 した もの で あ る。

「発 表 す る こ とを前 提 と した調 べ 学 習 」 を実 現 す るた め の プ ロ セ ス を 示 した もの と い え

る。 今 後 の 調 べ 学 習 に お い て は、 自分 が調 べ た 内 容 を ビ ジュ ア ル化 した デ ー タで ど の よ

うに ア ピー ルで き るか 、 発 表 の仕 方 、 ま とめ 方 に こだ わ りた い。
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3検 証 授 業B

(1)単 元 名 「ドイ ッ連 邦 共 和 国 」

(新 学 習 指 導 要 領(2)地 域 の規 模 に応 じた調 査 ウ 世 界 の国 々)

② 単 元 設 定 の理 由

「ドイ ッ」 は1990年 、 世 界 が注 目す る中、 「東 西 統 一 」 を 成 し遂 げ 、 国 の 面 積 も ほ ぼ 日

本 と同 じ く らい に な った。 ま た、 近 年 のEU諸 国統 合 の動 き の 中 で もそ の 中 心 的 役 割 を 果

た し周 辺 の国 々 との結 び っ きが強 い。 鉱 工 業 の面 で は古 くか らル ー ル工 業 地 帯 の あ る国 と

して栄 え て来 た。 反 面 、 「環 境 問 題 」 も深 刻 で 、 真 剣 に取 り組 ん で い る。 そ う い う点 で は

日本 も同 じ工 業 国 と して学 ぶ べ き点 が多 い。 日本 との っ な が り も深 い の で情 報 も多 く、 生

徒 の関 心 も高 い こ とか ら、 「主 体 的 な 学 習 を 通 して 調 べ 方 ・学 び方 を 身 に 付 け る学 習 」 と

して 適 切 で あ り、 生 徒 の興 味 ・関 心 を生 か した課 題 を設 定 し、 追 究 す る学 習方 法 を考 え た。

(3)単 元 の 目標

ア.各 自が ドイ ツに対 して抱 い た興 味 ・関 心 か ら適 切 な学 習 課 題 を設 定 し、 地 理 の 学 習 と

して 発 展 す る こ とが で き るよ うに す る。

イ.調 べ学 習 を進 め るに当 た って、地図 帳 や資料 を有 効 に活 用す るこ とが で きる よ う にす る。

ウ.各 自が 調 べ た 内容 にっ い て、 一 枚 の地 図 に ま とめ て表 現 す る力 を 身 に付 け させ る。

エ.各 自が ま とあ た内 容 につ い て、 自分 の こ とば で表 現 で き るよ うに す る。

オ.グ ル ー プ発 表 で 他 の人 の話 に耳 を傾 け、 自分 の もの に しよ うとす る態度 を身 に付 け る。

カ.ド イ ッ にっ いて 、 自 ら課 題 を設 定 し、 追 究 す る学 習 を通 して、 ドイ ッの 国 家 的 規 模 の

地 域 的 特 色 を と らえ させ る。

(4>学 習 指 導 計 画(8時 間 扱 い)

時 学習内容 学 習 活 動 表現活動の工夫 資 料

第
・EU諸 国 の概 観 ・EU諸 国 の特徴 をっか む。 ・ヨー ロ ッパ 諸 国 に っ い て ・ プ リ ン ト

1 (基礎理解) 知 っていることをあげる。 Na1
時 ・ビデ オ

第
・イ メ ー ジづ く り ・ ドイ ツに関 す る イ メ ー ジ ・各 自

、ドイ ツ に つ い て の
・プ リ ン ト

2 ・学習課題の設定 づ くり イ メ ー ジや知 って い る こ No.2
時 ・学習課題の設定 とを発表 す る。

・グル ー プ分 け ・興 味 ・関 已・に基づ くグルー ・グループ内で自分 の学 習 ・プ リ ン ト

第
・学習の進め方 プ分 け。 課題を説明する。 Na3

3 ・調べ学習 ・自分 の設定 した課題 にっ ・地図 にま とめる時、絵 や 地図帳
時 いて地図 にまとめる。 グ ラフを使 って見 やす く 資料集

ま とめ る。

第
・調 べ学習 ・地図 を作 ってみて わか っ ・自分 で考 えた ことをま と ・プ リ ン ト

4 ・地 図の完 成 たこと、気付 いた ことな め る。 Na3
時

どを まとめ る。

第
・グル ープ内の小 ・自分の作 りあげた地図 を ・自分の ことばで表現する。 ・プ リ ン ト

5 発表 もとにわか ったことを小 Na3
時

グル ープ内で発表す る。
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時 学習内容 学 習 活 動 表現活動の工夫 資 料

・再構成 ・グループ内の小発 表の結 ・まとめ方が文字ばか りに ・ プ リ ン ト

果、共通点 ・相違点を話 な らないように注意す る。 Na3

第
し合 う。 ・自分 た ちの 内 容 に合 う ・ プ リ ン ト

6 ・本発表 に向けて、 プ リン 「題 」 を っ け る。 Na4
時 トNa4の 手順 で グループ

としての発 表にま とああ

げ る。

(本時) ・グループ ごとにま とあた ・他 の グル ープの人 たちに ・ プ リ ン ト

第
7
・発表 ものを発表 す る。 わか るように工夫す る。 Na5

時 ・グループ ごとの発 表を聞 ・自分た ちの ことばで表現

き評価 す る。 す る。

・ま と め ・新 たな疑問点 の整理。 ・自分で もう一度 ドイッの ・ プ リ ン ト

第
8
・新 たな課題 の発 ・自分 の中で ドイ ッにっい キ ャ ッチ フ レー ズ をっ け Na6

時 見 てわか った ことをま とめ る 。

る 。

◇ 単 元 の 評 価

ア.各 自が ドイ ツに対 して抱 い た興 味 ・関心 か ら、 地 理 的 な 見 方 ・考 え 方 の学 習 に発 展 さ

せ る こ とが で きたか 。

イ.調 べ る学 習 を進 あ る に 当 た って適 切 な 資料 を選 択 す る こ とが で き たか 。

ウ.調 べ た内 容 にっ いて 上 手 に地 図 に 表現 す る こ とが で き たか。

エ.各 自が ま とめ た内 容 に っ い て 自分 の こ とば で 表 現 しよ う と したか 。

オ.グ ル ー プ発 表 で 、 他 の人 の話 に耳 を傾 け、 自分 の もの に しよ う と したか 。

カ.ド イ ッ につ いて 自分 で調 べ る こ と と他 の グル ー プ の 発 表 を 聞 くこ と に よ って、 ドイ ツ

の 地 域 的 特 色 を と らえ たか 。

(5)本 時 の 展 開

◇ 検 証 授 業 の ポ イ ン ト

① 自分 た ちの 選 ん だ 学 習 課 題 にっ い て地 図 や 資 料 を もと に調 べ 、 考 えて 、 自分 な りの

地 図 に表 現 す る こ とが で きたか 。

② 発 表 活 動 を 通 じ、 自分 の こ とば で表 現 す る こ とが で き たか 。

③ 発 表 を 聞 く活 動 を 通 じ、 疑 問 点 を質 問 す るな ど コ ミュ ニ ケー シ ョン能力 が育 ったか。

④ 自分 た ちの 調 べ た内 容 にっ い て 的確 に表 す 「題=キ ャ ッチ フ レー ズ」 を付 け る こ と

が で き たか。
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学 習 活 動 教師の支援 ・表現活動の工夫 資料等

準

備

・各 グループ ごとにテ ーマに沿 って調

べ、 ま とめて きた ことを発 表す る準

備 をす る。(各 グル ープ、 前半 ・後

半 で発表 ・説 明す る側 と聞 く側 とに

分 かれ る)

・各 グル ープ ごとに発表活動 をす

る場所 を十分 確保で きるよ うに

配慮 す る。

・発表 は5分 以 内 とす る。

・掲示用パ ネ

ル

・各班の発表

用模造紙
・現物資料

・写真資料

・パ ン フ レ ッ

ト

・ ワ ー ク シ ー

ト

グ

ル

ー

プ

ご

と

の

発

表

活

動

・掲示用パ ネルや机上 を使 って、各 グ

ループ ごとに まとめた ものや用意 し

た ものを示 して発表 す る。

・時間を区切 って発表す る人を決める。

それ以外 の時 間 は他 の グル ープの発

表 を聞 きに行 く時間 とす る。

〈主 な発表 グループ〉

・自然 ・環境 ・観光

・交通 ・農 業

・工業 ・暮 ら し

く予想 され る発表活動〉

・模造紙 に まとめて発表 す る。

・現物 を持 ち寄 って説 明す る。

・観光パ ンフ レッ トな どを並 べて

説 明す る。

・クイ ズ等を入 れて、 分か りやす

く楽 しめ る発表 にさせ る。

・TTを 活用 し、半 々 に分かれて

それぞれの グル ープの発表が ス

ムーズに行 われ るよう、支援す

る。

・時間内で全ての生徒が 自分 たち

の発表活動 を行 い、 また、他の

グル ープの発表を聞 いて回れ る

ように配慮す る。

・ワークシー トを準備す る。

・記入 しやす いように、記入 のた

めの コーナーを作 る。

ま
と
め

・各 グループの発表 にっいて、 ワー ク

シー トに 自己評価 ・相互評 価を記 入

す る。

・各 グル ープに対す る質問が ない

か確認 す る。

◇ 本 時 の評 価

① 発 表 活 動 を通 じて、 自分

の こ とば で 的確 に表 現 す る

こ とが で きた か。

② 他 の グル ー プ の発 表 を 聞

く活動 を通 じて、 ワー クシー

トに要 点 な どを 記入 し、 自

分 の もの と して吸 収 す る こ

とが で きた か。

攣欝 鍵纒難懸鍵1難

〈交通 グループの発表〉
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(6)授 業 の 考 察

ア 自分 た ちが選 ん だ 学 習 課 題 にっ いて 、 地 図 や 資 料 を もと に調 べ 、 考 え、 自分 な りに地

図 に 表 現 す る こ とが で きた か。

今 回 の検 証 授 業 で は、 最 初 に学 習 テ ー マを 設 定 す る際 に、 教 科 書 ・地 図 帳 ・資料 集 か

ら読 み取 れ る もの に 限 定 して み た(第1時 参 照)。 間 口 を最 初 か ら 「地 図 」 と い う こ と

に 限定 した結 果、 生 徒 自身 が 身 近 な生 活 環 境 の 中 か ら適 切 な資 料 を収 集 ・選 択 す る こ と

が で き、 自 ら資料 を 集 め よ う と した意 欲 が 見 られ た。 ま た、 全 体 指 導 計 画 そ の もの も間

延 び を せ ず に、 メ リハ リにあ る もの と な っ た。 さ らに、 発 表 内 容 を地 図 に ま とめ る とい

う作 業 を 行 った た め 、 どの 生 徒 も地 理 的 な表 現 の仕 方 を学 ぶ こ とが で きた。

イ 発 表 活動 を通 じ、 自分 の 言 葉 で 表 現 す る こ とが で き たか 。

ポス タ ーセ ッ シ ョ ン形 式 を 参 考 に した発 表 形 態 で あ った た め、 全 員 自分 た ち で調 べ た

内容 を 発 表 す る時 間 と機 会 が 与 え られ 、 調 べ た内 容 につ いて よ り自分 の言 葉 で話 そ う と

努 力 を して い た。 ま た、 地 図 以 外 の 展 示 物 を 自分 の家 な どか ら持 参 し、 聞 き手 を 引 きっ

け る努 力 を行 って い た。 話 す だ けで な く、 展 示 物 を通 して 表 現 す る方 法 もあ り、 生 徒 の

プ レゼ ン テ ー シ ョ ン能 力 は高 ま っ た と考 え られ る。

また、 発表 者 は、 同 じ説 明 を 数 回 、 違 う聞 き手 にす るた あ、前 の発表 で わか りづ らか っ

た表 現 を変 え た り して 、次 第 に発 表 内 容 に工 夫 をす る班 も多 く見 られ た。 こ う した表 現

方 法 の工 夫 は、 自分 の こ とば で 表 現 しよ うとす る現 れ と考 え られ る。

また 、 クイ ズ形 式 を 取 り入 れ た 発 表 が 多 か っ た。 この こと は、 クイ ズ を考 え る こ と 自

体 が調 べ て得 た知 識 を 自分 の 言 葉 で 表 現 しよ うと した表 れ と思 わ れ る。 た だ、 クイ ズ の

質 問 内容 や選 択 肢 に 教 師 の 指 導 助 言 が 必 要 で あ る。

ウ 発 表 を 聞 く活 動 を 通 じ、 疑 問 点 を質 問 す る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 が 育 った か。

ポ ス ター セ ッシ ョ ンを参 考 に した発 表 形 式 の 良 さ は、 発 表 者 と聞 き手 との距 離 の近 さ

で あ る。 実 際、 生 徒 た ち は、 積 極 的 に意 見 交 換 や 質 問 を行 って い た。 こ う した相 互 の交

流 は、 楽 しい雰 囲 気 を 生 み 、生 き生 き と個性 を生 か しなが ら活 動 す る場 面 を作 る。 このよ

うな場 面 を数 多 く設 定 す る こ とに よ って 、 主 体 的 な学 習 の深 化 が生 まれ る と考 え られ る。

しか し、 今 回 の よ うな ポ ス ター セ ッ シ ョ ンを 参 考 に した発 表 形 式 は、 教 室 よ り も広 い

空 間 と50分 の授 業 時 間 に制 約 され な い時 間 を 必 要 とす る。 ま た、 生 徒 の言 葉 に よ る発 表

に対 す る評 価 の在 り方 も課 題 で あ る。

工 自分 た ち の調 べ た 内容 に っ い て 、 的 確 に表 す 「題 」 を っ け る ことが で きた か。

この発 表 を通 して、 自分 た ち が 調 べ た ドイ ッ像 と、 聞 き手 か ら質 問 さ れ た こ とに答 え

る こ とに よ り さ らに深 く知 る こ とが で きた ドイ ッ像 とが うま く組 合 わ さ れ ば、 学 習 課 題

に的 確 な 「題 」 を っ け る こ とが で き る と思 わ れ る。 ま た、 聞 き手 に回 った と きに得 た ド

イ ッ像 とが ミッ クス され た こ とに よ る再 構 築 に よ り多 面 的 ・多 角 的 な理 解 が で き る と思

われ る。

〈生 徒 が 考 え た 「題 」 の例 〉

○ 進 歩 す る国 ドイ ツ ○ 技 術 先 端 の 国 ドイ ツ

○ 自然 と と もに生 き る国 ドイ ッ ○ 地 道 な 国 ドイ ツ
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OEUの 一 番 星 ドイ ッ ○光 と闇 の 国 ドイ ツ

4地 理 的 分 野 の研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

(1)研 究 の ま とめ

調 べ 学 習 の実 践 は、 以 前 よ り行 わ れ て きた。 しか し、 ただ 調 べ て 終 わ りで あ った り、 発

表 して終 わ りで あ った り した。 そ の 中 で は、 生 徒 自身 が 調 べ た こと や学 ん だ こ とを 十 分 に

理 解 ・活 用 す る こ とが少 な か った。 また 、 調 べ 学 習 の 結 果 の み を重 視 し、 経 過 を 軽 視 しが

ち な学 習 指 導 が 多 か った。 そ の た め に、 し っか り と した調 べ 方 や学 び 方 が 生 徒 自 身 の 力

(能 力)と して なか なか 身 に付 い て いか な い傾 向 が み られ た。 だ か ら こ そ 本 研 究 で は 、 学

び方 や調 べ方 を しっか り と身 に付 け させ る こと を重 視 した。

① 課 題 設 定 の仕 方

生 徒 に 自 ら課 題 を 設 定 させ る ため に、 他 の生 徒 の課 題 も参 考 に す る と い う方 法 を用 い

た。 これ は、 他 との か か わ りに よ り自分 の学 び を振 り返 り、 学 習 を 深 化 させ る こ とで よ

り良 く学 ぶ こ とが で き る と考 え た もので あ る。

② 適 切 な 表 現 活 動

た だ単 に調 べ た と い う形 だ けで 終 わ らせ ず、 理 解 を深 あ させ るた め に、 調 べ る途 中段

階 で も表 現 活 動 を す る と い う方 法 を用 い た。 自 らの課 題 の テ ーマ の 適 切 な表 現 や 学 習 し

た こ との キ ャ ッチ フ レー ズ化 な ど に よ り、 自分 の考 え や思 いを 表 現 す る力 が 深 ま っ た。

ま た、 ま と め の段 階 で 地 図 、 グ ラ フ、 絵 な ど ビジ ュア ル 化 す る こ と も重 視 した。 これ ら

に よ って 、 自分 で 調 べ た こ とを地 理 的 に表 現 し、 多 面 的 ・多 角 的 に追 究 す る調 べ 方 、 学

び方 が 身 に付 い た と考 え る。

③ 発 表 と新 しい課 題 の発 見

で き るだ け 自分 の言 葉 で表 現 し、 発 表 す る こ とを 心 掛 け させ た。 さ らに、 他 の生 徒 か

らの 質 問 を受 け る こ とで 学 習 を深 め させ る こ とを考 え た。 ま た、 発 表 や質 問 を受 け る こ

と、 他 の生 徒 の発 表 を聞 く とい う相 互 交 流 に よ り、 新 た な興 味 ・関 心 が生 ま れ、 さ ら に

は新 た な課 題 を見 付 け る こ とが で きた。

② 今 後 の課 題

調 べ 方 ・学 び方 を身 に付 け るた め に、 地 理 的 現 象 を 多 面 的 ・多 角 的 に追 究 し、 そ れ を 具

体 的 な活 動 を通 して適 切 に 表現 す る能 力 ・態 度 を 育 て る学 習 指 導 を行 うに 当 た り、 そ の 課

題 と して、1時 間 の授 業 に 多 くの ね らいを も った授 業 は困 難 で あ る こ とが挙 げ られ る。 ね

らいが 課 題 設 定 な の か、 自分 の言 葉 で適 切 に表 現 す る こ と な のか 、 ビ ジ ュ アル化 す る こ と

な の か等 を は っ き り させ る こ とが必 要 で あ る。 多 くの ね らい を も った た め に、 授 業 全 体 を

通 して ポ イ ン トが定 ま らな か っ た。 二 っ 目 の課 題 と して 、 調 べ る途 中段 階 で の 表 現 活 動 を

さ せ る こ とで、 授 業 の進 度 が 遅 れ て しま う と い う ことで あ る。 計 画 の み に と らわ れ ず 時 間

を か け る こ と も必 要 で あ ろ うが 、 限 られ た時 間 の活 用 を工 夫 しな け れ ば な ら な い 。 ま た 、

図 書 室 利 用 や地 域 の施 設 等 の 活 用 にお いて 、 学 校 間 に条 件 の格 差 が あ り、 そ の ため の 工 夫

が必 要 で あ る こ と も課 題 で あ る。
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N歴 史的分野の研究内容

1歴 史 的分野研究 副主 題及び副主題 設定の理由

身近 な地域の歴史を調べ る学習を通 して、歴史の学 び方 を

身 に付 ける学習指導 の工夫

これ まで歴史学習 は暗記物 という認識が根強 く、覚 える ことが歴史学習 のすべ てであ ると考

えてい る生 徒 も多 く、学 習を深め るという ことは、 よ り詳 しい歴史事象 を覚 え ること、 すなわ

ち学習 の深 化 は詳細化 であ るとい う認識が少 なか らず あ った。 しか し、第15期 中央教育審 議会

第一次答 申にお いて 「知識の教え込み にな りが ちな教育 か ら自 ら学 び 自ら考 え る教育 へ と教育

の基調 を転 換す る」 と述べ られ、 また、教育課程審議会答 申においては 「歴史 にっ いての学 び

方 や調 べ方 を身 に付 け、多面的 な見方がで きるよ うにす ること」 と述 べ られ、歴 史学 習の新 し

い在 り方 が求め られて いる。

これ らの動 きを受 けて新学習指導要領 の歴史的分野 において、 内容 の厳選 と歴 史の大 きな流

れを理解 させ るための内容 の再構成 を図 る とともに、 「我が国の歴史 にっ いて関心 の あ る主 題

を設定 しまとめる作業的 な学習」 と 「身近 な地域 の歴史 を調 べ る学 習」 か らな る 「(1)歴 史の

流れ と地域の歴史」 とい う大項 目が新 たに設定 された。 そのね らいは、歴 史的分野 の学習の導

入 と して、我が国の歴史を関心 ある主題 でま とめる作業的な学習を通 して、歴史学習への関心 ・

意欲を高め ることとと もに、「身近 な地 域の歴史を調べ る学習」で は、地 域へ の関 心 を高 め、

地域の具体的 な事柄 とのかか わ りの中で我 が国 の歴史 を理解 させ ること及 び歴史の学 び方 を身

に付 けさせ るとい う観点か ら設置 され た ものであ る。作業 的 ・体験 的、問題解決的 な過程 を重

視 した学習を取 り入れ ることによ って、生涯 にわた って学 び続 ける能力や態度の基礎 ・基本 を

培 うことを 目的 と して いる。

どの地域 に もそれぞれの生活が あ り、 それ らの生活 の中で創 り上 げ られて きた文 化 が あ り、

それ に伴 う様 々な文化財や史跡が存在 してい る。 かつてその地域 で生活 して いた人 々が創 り上

げて きた生活様式や文化遺産 に直接ふれ る ことは、歴史学習 への興 味 ・関心 を高 め、 自 ら学ぶ

意欲を も高め る ことに有効 である。 また、地域 の歴史 を我 が国や世 界の歴史 と関連づ けて考 え

ることは、我が国の歴史 に具体性や親近性 を もたせ るとともに、歴 史を広 い視 野 か ら考察 し、

歴史事象を多面的 ・多角的 に追究 し公正 な判断力 を育成 す ることに もつ なが る。

以上の ことか ら、上記副主題 を設定 し、研究 を進 め ることと した。 なお、本研究 において育

て たい能力 ・態度 を次 の4点 と考 えた。

① 身近な地域 の歴史的事象 に関心 を もち、追究 しよ うとす る課 題 を設定す る。

② 設定 した課題 に対 して情報 を収集 し、整理 ・活 用 して まとめ る。

③ まとめ た ことを自分 な りの方法で表現 し、発表 す る。

④ 学習 した結果か ら身近 な地域 の歴史 と我 が国の歴史 とのかかわ りを考え、 その時代的特

色を と らえ る。
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2検 証授業C

(1)単 元名 「葛飾 の近代化 の歩 み」

(新学習指導要領(1)歴 史 の流 れ と地域 の歴史 イ 地域 の歴史)

② 単元設定の理 由

葛飾の近代化 の歴史 をひ もとくと工業 の発展 や交通 の発達 にかかわ る点が 目にっ く。N

中学校の学区域で ある葛飾 区南部 は、 区内で も中小工場 の数が大変多 く工業地域 に指定 さ

れて いるとい う特色 を持つ地域 であ り、 その歴史 も我 が国の近代化の あゆみ と関連 が深い

事例 も多 く見 られる。 したが って、葛飾 の近代化 のあゆみを学習 し、考察す る ことによ っ

て我が国 の歴史へ の理解が深 ま るとい うことが考 え られ る。

自分 たちの生活 の舞台 の歴史 を学 ぶ ことか ら日本 の歴史の大 きな流れ を理解 し、 よ り興

味深 く歴史 と向 き合 える態度 を育 てたい とこの単 元を設定 した。

(3)単 元の 目標

ア 葛飾 の近代化 を学ぶ ことによ って、 日本の近代化 を具体的 イメー ジとしてつかみ理解

させ る。

イ 適切 な調査課題 を設定 し、主体 的に学 習す る態度 を身 に付 けさせ る。

ウ 調べ た ことを発表す る機会 を通 して、友人の調 査内容や まとめた こと、調 べ方 や調べ

た ことに対す る考 えを知 ることで、 幅広 い歴史の学 び方 を身 に付 けさせ る。

工 調査、発表 などの作業学習 や体験学 習を通 して歴史的事象 を多面的 ・多角的に とらえ、

認識す る力 を養 わせ る。

(4)学 習指導計画(8時 間扱 い)

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点

〈導入〉 ① 文明開化 と日本の近代化の要点を確認する。 ・教科書や資料集で

学習課題へ ・明治 に入 ってか らそれ までの 日本 と大 きく変化 したり、 確認 しそれを色別

の意識づけ 新たに誕生 したような事柄をできるだけ多 く挙げ、そ で分類 す る。

れ らを項 目別(産 業、交通、通信、教育、生活等)に ・発言が少 ない場合

分類 す る。 区副読本 『かっ し

第 ② ① と葛飾の関わりを認識する。 か』を参考 にする。

・身近な地域でみ られる事柄を挙げ、調査の対象物を考

1 え る。

③ 調べ学習の説明。

時 ④ 葛飾の近代化 という視点を持った上で これか ら調べて

みたい こと、疑 問 に思 うことをワーク シー ト① に記入 す

る 。

さらに家庭 や地域 の人 などか ら話 しを聞 いた りして、

これからの調べ学習における調査の対象物を増 して くる

ことを宿題 とす る。
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〈展開1>1① 前時に各自が考えた事柄を班で出し合い、項目別に色 ・色画用紙の区分を

課題の決定 画用紙 にまとある。
9

明確 にする。

第 調べ方の検 ② 班 ごとに①を発表 し、色画用紙を黒板にはる。

2 討 ③ ②の中か ら班 の テーマと調査方法 にっ いて検討。

時 ④ 決定 した テーマと調べ方を班 ごとに発表す る。 ・班同士の重複は可

⑤ 各班の発表を参考に調べ方にっいて再検討する。 ・発表後 テーマ変更

は可 とす る。
『

〈展開2> ① 前時をもとに調べ方を決定する。 ・ ワ ー ク シ ー ト③ の

第 調べ方、役 ② ワークシー ト②、③ に したが って、班 内の役割 分担の 記入により歴史的

3 割、行動計 確認 と班員それぞれの行動計画をたてる。 視点を意識させる。

時 画の決定 ③ 現地調査(校 外活動)を する際の諸注意。訪問先にア

ポ ィ ン トメ ン トを とる。

〈展開3> ◎ 考え られる生徒の動き ・各施設 の方々の支

調べ学習 A校 内で文献の読み取 り(教 室、図書室ゾーン) 援 を仰 ぐ。
第
4 B校 外(立 石図書館、郷土 と天文の博物館、関連施設 ・ま とめ方 を意識 し

5 聞き取 りなど) て情報収集を行 う
時

調べた ことを まとめ るとと もにワーク シー ト②、③ に よ うにす る。

一
実際にとった行動を記入する。

<展 開4> ① 調査内容のまとあ ・状況 をみ て適切 に

調査のまと 画用紙を使用 してまとめを行 う。 助言す る。
第

6
め ② 調査の過程のまとめ

これまでの調査過程が適切であったかを班で評価 し、
時

また調査後 わ っかた ことを ワー クシー ト③ に記入 す る。

③ 発表にむけての最終確認 ・役割 を明確 に。
一

〈展開5> ① 班 ごとに発表する。
第

7
発表と評価 ② 自己評価 カー ド(ワ ーク シー ト④)の 記入。

③ 発表を聞 いて気付 いた こと、わか ったことを ワークシー ・歴史的視点 を もっ

時
ト④ に記入す る。 て記入 す る。

一

くま とめ〉 ① 調べ学習の体験や発表を通 して、各自が感 じた時代の ・調 べ学習 の意義 の

様子やその流れを自分の言葉や絵で表現 し、発表しあう。 確認。

第 例 「散切 り頭を叩いてみれば文明開化の音がする」

8 (短冊 に書 いて黒板 には りだす。)

時 ② ①を相互に観賞 し、最終的なまとめとして、身近な地

域の歴史が日本の歴史の流れと深 く関わっていることを ・郷土の歴史と日本

確認す る。 の歴史の整理
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(5)本 時 の 展 開 例

① 検証 授 業 の ポ イ ン ト

ア 調 査 テ ー マの 設 定 に あ た って 、 班 の話 し合 い、 各 班 の発 表 の 中 か ら、 多 くの 観 点 、

歴 史 的 な 視 点 が あ る こ と に気 付 く こと が で きる か。

イ 調 べ方 にっ いて も同 様 に、 他 の意 見 も取 り入 れ な が ら多様 な方 法 が あ る こ と に気 付

くこ とが で き るか 。

② 本 時 の展 開(2/8時)

学習内容 学 習 活 動 教 師 の 支 援

班による話 ・前時及び宿題として各自が考えた調査 ・各自が考えた調査対象を大項目(産 業、

し合 い1 対象 を出 し合 い、班 ごとにま とめ項 目 交通、教育、生活等)に 整理 し色分け

別に色画用紙に記入する。 して分類 で きるよ うにす る。

班による発 ・班 ごとに色画用紙 を黒板 には り、話 し ・調査対象を通 して考察できる歴史的要

表1 合いの概要を発表する。 因 に気付 くことがで きるよ うに補足 し

・班 の テーマ決定 に向 けて の意識 を もち て い く。

なが ら、他の班の発表 を聞 く。

班による話 。他 の班の発表 も参考 に しなが ら、 自分 ・班員全員が自分の意見を述べた上で班

し合 いII の班 の テーマ決定 を行 う。 まず、大項 としての意見 をま とめ るよ うに助言す

目を3っ 程 度選択 し、 さ らにそれぞれ る 。

につ いて具体的 なテーマを決 める。 ・調査方法 にっいて もで きるだ け多 くの

・決定 した テーマにっ いて調査方法 を話 意見を出 し、検討できるように助言す

し合 いワーク シー ト② に記入す る。 る 。

班による発 ・班 ごとに決定 した テーマと調査方法 を ・ 「各班 の発表」 か ら参 考 に した ことや

表II 発表 す る。 変化 したことなどがわかる発表になる
・調査方法の決定にあったて他の班の意 よ うに助言 す る。

見 を参考 にで きるよ うに聞 く。

班による話 ・調査方 法にっ いて追加、修正 を加え な ・調査方法の最終決定 は次回 も時間をと

し合 い皿 が ら再検討 し、最 終決定 を し、 ワーク る ことを告 げ る。 また、進行が スムー

シー ト② に記 入す る。 ズな班は役割分担 もさせる。

③

ア

イ

(6)授 業 の概 要

ア 班 に よ る話 し合 い1・ 班 に よ る発 表1

調 べ 学 習 に お け る テ ー マ設 定 の第 一 歩 と

して 、 各 自が 興 味 を も った 「葛 飾 の近代 化 」

にっ いて 班 の 中 で 出 し合 った。 前 時 に 大 項

目(産 業 、 交 通 、 教 育 、 生 活 等)を 設 定 し

て お り、 そ れ ぞれ に色 画 用 紙 に記 入 し、 黒

板 に掲 示 した。 それ に よ って、 個 人 の 考 え

本 時 の評 価

歴 史 的 な視 点 を も って 考 察 し、 テ ー マ の設 定 に取 り組 む こ とが で きた か 。

話 し合 い活 動 、 発 表 活 動 を通 して 、 多 様 な考 え 方 、 学 び方 を 知 る こ と が で き た か 。
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を ク ラス の もの と して 共有 した。 さ ら に他者 の 考 え 方 を 認 識 、 理 解 す る き っか け とな っ

た生 徒 もみ られ た。

イ 班 に よ る話 し合 い 皿

先 に発 表 され た テ ー マ に は抽 象 的 な もの(例 え ば、 鉄 道 の 歴 史 、 電 話 にっ いて 、 葛 飾

の昔 の工 場 な ど)も 多 く見 られ た が、 発 表 を 聞 き、 さ らに班 で 討 議 す る こ と に よ って よ

り具 体 的 な テ ー マ設 定 が 見 られ る よ うに な り、 各班 と も3～4種 類 の テ ー マ に絞 り こん

で い った。 そ れ に伴 って、 調 べ 方 に つ い て もた だ漠 然 と 「図 書 館 に行 く」 と い うよ うな

ものか ら、 「どん な 本 が 必 要 か」 「教 育 資 料 館 を訪 ね よ う」 「地 域 の お じさ ん(文 化 財 保

護 委 員 の方)に 聞 い て み よ う」 な ど とい う発 展 的 な声 も多 く挙 が って きた。

ウ 班 に よ る発 表II・ 班 に よ る話 し合 い 皿

前 述 の と お り、 話 し合 い の内 容 が 有 意 義 とな った班 が 目立 ち、 調 べ学 習 に む けて 中 味

の あ る意 見 が 出 され た。 他 の班 の意 見 に も し っか り と耳 を傾 け る生 徒 が 目立 ち、 話 し合

いが や や 停 滞 気 味 で あ った班 もそ れ な りの方 向 性 を見 い 出 して い った よ うで あ っ た。

これ まで の 学 習 に お いて は、 他 の班 の意 見 や 考 え な ど に対 し 「ま ね を した くな い、 さ

れ た くな いJと と い う傾 向 が み られ たが 、 今 回 の学 習 で は 「な るほ ど、 その手 もあ るな」

と い う よ う に情 報 を 共 有 す る と い う態 度 が 見 られ た。

最 終 的 に これ まで の 話 し合 い に追 加 、 修 正 を加 え、 さ らに役 割 分 担 や今 後 の予 定 に も

触 れ な が ら話 し合 いを 終 え た。 そ の際 、 教 師 の側 か ら具 体 的 に調 べ 、 ま とめ る際 に 日本

の歴 史 との 関連 や そ れ ぞ れ の 事 柄 の 歴 史 的 な意 義 にっ いて 確 認 しなが ら作 業 を す す め る

よ う助 言 した。
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(7)授 業 の 考 察

ア 調 査 対 象 の 共 有

身近 な地 域 の 歴 史 に対 して 、 教 師 主 導 で は な く生 徒 自身 の考 え で項 目を 出 し合 っ た の

で、 主 体 的 な 動 きが 目立 っ た。 色 画 用 紙 を使 う こ とに よ って、 自分 た ち の興 味 ・関 心 が

教 室 の 中 で 肯 定 され 、 類 似 した項 目 な ど学 習 内 容 を整 理 す るの に も役 立 った。 ま た、 発

表 を行 い、 み ん な が ど う い う事 を 考 え て い るか を理 解 し、 自分 の考 え を再 構 成 す る の に

も役 立 て て い た。 た だ 、 歴 史 学 習 と して 大 項 目 の枠 に入 り切 らなか った項 目 もあ り(洋

服 、 遊 び、 食 べ物 な ど)今 後 の 総 合 的 な 学 習 の 時 間 な ど で取 り組 んで い くとよ いだ ろ う。

イ テ ー マ決 め

個 々 に考 え た調 査 テー マ を、 班 の 中 で 提 示 し、 み ん なが 取 り組 み や す い テ ー マ 作 り に

話 し合 い を深 め て い た。 内容 的 に はあ ま り違 いの な い もの な ど につ い て、 具 体 的 で わ か

りやす い言 葉 で表 そ う と話 し合 い を 深 あ て い た。 ま た、 決 ま った テ ー マ を どの よ う に調

査 して い くか を班 で話 し合 った が、 図 書 館 や 教 育 資 料 館 、 地 域 の文 化 財 保 護 委 員 の 方 に

聞 いて み よ うな ど様 々 な調 査方 法 が 出 され た。 地 域 的 に も長 く生 活 して い る方 々 が 多 い

地 域 な ので 、 保 護 者 を通 じて適 切 な人 材 を 発 掘 す る工 夫 な どが 必 要 と考 え た。

ウ 調 査 方 法 の発 表

テ ー マ を決 定 し、 ワー ク シー トに整 理 して ま とめ て い る ので 、 発 表 は ス ム ー ズ に 行 わ

れ た。 明 治 以 降 、 葛 飾 の近 代 化 は我 が 国 の 工 業 の 発 展 や 交 通 の発 達 に関 わ る ことが 多 く、

実 際 に今 も残 って い る工 場 な ど もあ り、調 査 方 法 で も、 足 を運 ん で 質 問 す る とい う もの

が 多 か っ た。 調 査 を行 うに あ た って も、 ワ ー ク シー トで 日時 や 調 査 内容 な ど を具 体 的 に

設 定 して い る ので 、 他 の班 の生 徒 もス ム ー ズ に理 解 して い た。 調 査 方 法 は、 他 の班 と重

複 す る もの もあ ったが 、 オ ー ソ ドッ クス な方 法 に っ い て は共 有 させ て い き た い。 ま た 、

多 くの 班 が 、 地 域 の人 材 に 目 を 向 け て い た の で、 調 査 の ため の 人 脈 探 し も行 わせ て い き

た い。

工 調 査 方 法 の 追 加 、 修 正

学 習 を 深 め る にっ れ て 、 生 徒 の学 習 意 欲 も高 ま り、 中 身 の あ る意 見 が 出始 め た。 この

た め、 他 の 班 の 意 見 に も し っか りと耳 を傾 け る生 徒 が増 え、 他 の班 の発表 を土 台 に して、

自分 た ちの 調 査 方 法 を 修 正 し始 め る班 も出 て きた。 調 査 対 象 が異 な るこ とが 効果 を 出 し、

お互 い に 調 査 方 法 を 共 有 す る こと に違 和 感 を もた な くな って い った 。 この 点 は、 従 来 の

相 対 評 価 に よ る競 争 意 識 を取 り除 き、 個 々 のが ん ば りの過 程 を認 め る絶 対 評 価 的 対 応 だ

か ら こそ 変 わ って い った ので あ ろ う。 今 回 は、 班 で の取 り組 み だ が 、 様 々 な学 習 を重 ね

て い く中 で 、個 別 テ ーマ 別 の 学 習 も可 能 に な って い くだ ろ う。

オ 今 後 に 向 けて

こ こで は,生 徒 の家 庭 の 大 半 が 地 元 の工 場 に関 係 した生 活 とい う背 景 か ら、 葛 飾 区 の

近 代 化 を調 べ る こ とで 、 日本 の 近 代 化 を具 体 的 に 「絵 に な るよ うに」 イ メ ー ジ化 す る こ

とを め ざ して い る。 そ の ため に も多 岐 にわ た る調 査 方 法 で情 報 を 収 集 す る だ け で な く、

地 域 の人 の生 の声 を 聞 くこ と に よ り、 さ らに そ の時 代 の イ メ ー ジを よ り鮮 明 にす る こ と

が で きる だ ろ う。
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3検 証 授業D〔2月2日 発表会当 日、授業実践予定〕

(1)単 元名 「 まちの歴史 を探 る 一文京区本郷 ・湯 島界隈 一」

(新学習指導要領歴史的分野(1)歴 史 の流 れ と地域 の歴 史)

(2)単 元設定 の理 由

文京 区は史跡 ・文化財 な どの文化遺産 が豊富であ り、 また文人が多数居住 して いた地域

で、文学作 品の舞 台 と して様 々な場所 が取 り上 げ られてい る。 日常生 活の中で何気 な く通

り過 ぎてい る 「まち」 もあ らためて 自分 の足で歩 き、 目で確 かめ ることで 「まち」の伝統

が残 る部分 や新 しく変化 して きた部分 な ど新 しい発見に気付 くことがで きる。

自分が生活す る地域 の歴史 を調査 す る活動 を通 じて、 自分 との関わ りの中で歴史を考え、

歴史学習へ の興味 ・関心 を高 め、 さらに、 これを基盤 と して我 が国や世界の歴史 に視野 を

拡大 し、大 きな人類 の歴史 を学 んでい くための きっかけ と して この単 元を設定 した。

(3)単 元 の目標

① 身近 な地域 の歴史 を調べ る活動 を通 して、歴史 的事象 の学 び方 ・調 べ方 を身 に付 けさ

せ る。

② 地域社会の一員 として、地域 の歴史 を具体 的な もの として実感 し、地域 や人々に対す

る関心 ・理解 を深 あさせ る。

③ 調査対象を 自 ら設定 し、主体的 に学習 した り考 えた りす る力 を育成 す る。

④ 地理的分野 との関わ りを工夫 しなが ら、多面的 ・多角 的に考察 す る能 力 を育成 す る。

⑤ 発表活動を通 して友人の調査内容や考 えを知 る ことで、表現力 や判 断力 を育 て る。

(4)学 習指導計画(10時 間扱 い)

第1時 学 習内容の概観(イ メー ジづ くり)

第2時 調 査対象 ・調査方法 の検討

第3時 地域 施設の見学 「文京ふ るさと歴史館」(校 外学 習①)

第4時 調査 にむ けての準 備

第5時 調査 活動(校 外学 習②)

第6時 調査活動(校 外学 習③)

第7時 調査 の まとめ(歴 史地 図作 り)

第8時 発表準備(歴 史地 図作 り)

第9時 発表会

第10時 活動 をふ りかえ って
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(5)本 単元の指導 の流れ

[単元の学習/

内容の把握]

[調査活動

の計画]
[地域調査活動(校 外学習)]

・学習手順

・学習内容

・地域別班

・資料等の確

認

・調査内容

・調査方法

・活動の役割

分担等の計

画

〈全体〉 〈班 ごと〉 ＼
・施設見 ・聞 き取 り

学 ・足 を運 ぶ

・資料収 ・観察 する

集 ・記録 する /

[調査のまとめ

/発 表資料作成】

・調査記録の

まとめ

・歴史地図の

作成

・発表準備

[発表会(本 時)]

・歴史地図を

＼
使 って、 調

査 した こと

を発表 ・話

/ し合 い

[学習のまとめ]

・自らの学習活

動の振 り返り

・地域 と我が国

の歴史 にっい

ての理解

⑥ 資 料

① 副 読 本 「わ が ま ち文 京 」

②2500分 の1地 図(東 京 都 市 計 画 局)

③ 本 郷 ・湯 島 界 隈 地 図

④ 「THE文 京 区」 「文 京 の あ ゆみ 」 等

⑤ ワー ク シー ト

◇ 地 域 調 査 計 画 カ ー ド

◇ 地 域 調 査 記 録 カ ー ド

◇ 調 査 ・発 表 の評 価 カ ー ド 等

⑥ ゲ ス トテ ィー チ ャー

(地 域 在 住 ・地 図 作 りア ドバ イ ザ ー)

(7)単 元 の 評 価

地域調査記録カー ド

年 組 氏名

一■

一■

調査 記録

① 地域の歴史 の調査 を通 して、地域や人 々に対 す る関心 や理解を深 め る ことが で きたか。

② 地域 の歴 史 に対 して興味 ・関心 を もち、主体 的に調 べた り、学 んだ りす る方法 を身 に付

けることがで きたか。

③調 査 した ことを整理、考察 し、表現す る能力 を育成 す ることがで きたか。

④地域 の歴 史の具体的な事柄 との関わ りの中で我が国 の歴史 を理解 す る ことがで きたか。
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4歴 史的分野の研究の まとめ と今後 の課題

(1)研 究 のまとめ

① 「身近 な地域 の歴史 を調べ る学習」 を どの時代 で取 り扱 うか

本研究で は、「適切 な時代設定」 につ いて地域の特性 を生か しなが ら2っ の方 向性 を

示す ことが で きた。 その1っ は、《過去か ら現在へ》 とい う視点 で あ る。 検 証授 業葛 飾

区 の事例で は、明治時代 とい う1つ の時代 を設定 す ることで、 よ り具体 的 にイ メー ジ化

す る ことが で きた。 もう1つ は、《現在か ら過去、 そ して未来へ》 とい う視点 で、 検 証

授業文京区 の事例 では、「今、 自分の住んで いる地域」 にスポ ッ トをあ て、 過去 に遡 る

方法 を試み た。 これ は、公民 的分野 あるいは総合 的な学 習の時間での 「将 来の まちづ く

り構想」 にまで生かす ことがで きる可能性 を もち、連続性 のあ る授 業構想 とな った。

② テーマの設定 と調べ方 において、 ど う学 び方 を身 に付 けさせ るか

テーマを設定す る際、教 師主導 によ る項 目の グループ化(政 治 、産業な ど)は あえて

行 わない こと とし、生徒 の興味 ・関心 に基 づいて生徒 自身の着 眼点 を大切 に したテーマ

を設定す る こととした。 その結果、生徒 同士 の活発 な意 見交換 が行われ る中で、意欲 を

もって主体的 に取 り組 む ことので きるテーマ(予 想 以上 の多方面 にわ たるテーマ)を 生

徒 自身で設定 する ことが で きた。 同様 に、調 べ方 につ いて も情報の共有化 を試みた結果、

他 の班 の調べ方 を参考 に して、 よ り幅 の広 い調査方 法を探求 す る姿勢を身 に付 け、実践

するのに役立 った。

③ 意欲 の継続 と 「表現」 を どうす るか→ 自己表現 力の育成 ヘ

ワー クシー トと自己評価 カー ドを用意 し、学習活 動 ごとに記 入す る ことを指示 した。

これは、 この学習 の意義 を常 に意識 させ るとともに学習の過程 で生徒の意識や認識が ど

う変容 し深化 してい ったかを知 る手 がか りとな った。 また、 教師が一人一人 の生徒 の実

態 を把握 し、学習意欲 が継続 す るよ う適 切な ア ドバイ スをす ることもで きた。

本研究 では、学習 の過程 に重点 を置 き、調 べ学習 をす ることで歴史 をどのよ うに理解

したか、す なわちその生徒 な りの時代像 を どうとらえ たかを、 自分が調べ た内容 や友人

の発表 を聞 いて、感 じた りイ メー ジ した歴 史の流 れを 「自分の得意 とす る もの」(言 葉

や絵 ・キ ャッチ コピーなど)で 表現 させ ることによ り、それぞれの生徒の時代 の見方 ・

考 え方 を把握 した。認識 の深浅 はあ るものの、生徒 個 々人の思 いが伝わ る表現が されて

いた。

(2)今 後 の課題

① 生徒 にテーマへ の興味 ・関心 を喚起 させ、学 習意 欲を持続 させ る更 なる工夫。

② 資料収集 の効率化 のため、学校 の図書 室 ・郷土 資料館な どの施設 の充実。

③ 発表形態 の工夫 と種 々の発表形態 の体験→ 「表現 方法 ・表現力の育成」、 「新 たな問題

解決方法 を見 出そ うとす る姿勢 の持続」、「探求心 の持続」

④ 生徒 の変容 を見極 める 「教 師の 目」 と、生徒 自身が 自己の変容 に気づ く 「自分 に対 す

る目」 とい う2っ の視点 での評価 の在 り方。

⑤ 歴史 を学ぶ力 を育成す るための3年 間を見通 した指導計 画→学 び方 ・調べ方学習 の意

図的 ・計画的設定。
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